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東アジアの木造船推進具と接合用具
　―　櫓・槳（桨）・櫂及び接合・充塡工具を比較する　―　
Propulsion and Joining Implements of East Asian Wooden Boats : 



















































































　海外では、アメリカの George Raleigh Gray Worcester （1890-1969）の “The Junks and Sampans of 
the Yangtze” （1971）の中に ʻTypes of yulohs and fittings.ʼ （揺櫓と取り付け方の種類）あるいは ʻOars 
and Sweeps.ʼ （櫂と槳）など多くの図版を用いて三材継櫓や櫂にも言及している。イギリスの





























































































































で、立位前向き漕ぎオールである。複材槳（桨）で、全長 4,412 mm、うち羽長 2,348 mm、重長














ある。複材槳（桨）で、細紐で重ねを緊縛する。全長 3,071 mm、うち羽長 1,715 mm、重長











ある。単材槳（桨）で、詳細の聞き取りはない。全長 3,749 mm、最大幅 130 mmという規模である。
（ 4）紹興市柯橋鎮の烏遭船使用のパドルと足漕ぎオール
　紹興市柯橋鎮は紹興市中心街の北西約 10 kmに位置する繊維工業が発達した水郷鎮で、調査し














　実測図 7・写真 2-25・2-26は座位前向き漕ぎパドルで全長 1,672 mm、うち羽長 796 mm、重長
443 mm、最大幅 227 mmという規模である。両手で握り、左舷で漕ぐ。全体に赤の塗料を塗って
使用。羽の腕への装着は腕の太さに羽の付け根を削って釘打ちしている。写真 2-26の側面写真を
見ると腕が湾曲しているのが判る。写真 2-27及び写真 2-28は羽（ブレード：刃）の拡大写真であ
る。写真 2-28の腕尻に 3カ所釘痕がある。先の方のうち 1本は写真 2-27の方に釘先が抜けて曲げ
止めしているのが判る。写真 2-28は中央に 2本釘頭と頭痕があり、割れが生じていてそのため後
から 6カ所釘打ちしているのが判る。
　実測図 8・写真 2-29・2-30は紹興市柯橋鎮余渚村の船工匠（船大工）、辺張虎氏 2000年製作の座
位前向き漕ぎパドルで全長 1,713 mm、うち羽長 693 mm、重長 252 mm、最大幅 181 mmという規












　実測図 9・写真 2-35・2-36の槳（桨）は座位前向き漕ぎ足漕ぎオールで、全長 3,172 mm、うち













































　実測図 11・写真 2-51・2-52は福船文化館に展示されていた複材棹櫓で、全長 4,044 mm、うち





　写真 2-57中央は福船文化館で計測したもう 1点の複材棹櫓で、全長 5,310 mm、うち羽長












































い、櫓（写真 2-72・2-73）は 2本持っており、これらの写真撮影と聞き取りをし、そのうち、 1点
を実測した。
　実測図 15は徐茂榮氏使用の杣板用複材棹櫓で、全長 4,642 mm、うち羽長 2,775 mm、重長









　写真 2-75は 2001年 3月、沈家門港内で荷を運んでいる杣板である。写真 2-76は前方から見た
杣板であるが、左舷に取り付けられた早緒、艫左舷の櫓杭位置、櫓を推す船頭の足場が舷側と同じ
高さにあることなどがよく判る。写真 2-77の 2隻の杣板のうち、手前の船も同様であるが、後方
の船は艫から見たもので左舷の早緒と櫓杭位置がよく判る。写真 2-78は 2017年 8月に沈家門鎮で
唯一見ることができた杣板であるが、この櫓の腕の湾曲は全くない。
　実測図 16・写真 2-79・2-80は浙江省舟山市朱家尖玖鎮樟州の発泡スチロール船（写真 2-81）の






　実測図 17・写真 2-83・2-84は浙江省紹興市柯橋鎮余渚村の複材棹櫓で、全長 2,700 mm、うち
櫓葉（ルーイエ・櫓羽）長 1,862 mm、櫓手（ルーシュ・櫓腕）長 1,278 mm、重長 687 mm、最大幅













































　紹興市安昌鎮は柯橋鎮から 12～13 km北にある集落で、筆者は 2000年 7月に立ち寄った。写真
2-91は水路で棹によってモルタル船を推進している様子で、船には写真 2-92で示すように複材棹





3,984 mm、うち櫓葉（ロイエ・櫓羽）長 3,027 mm、手把（シュウプ・櫓腕）長 1,600 mm、重長
646 mm、最大幅 131 mm、重量 9,550 gという規模である。羽と腕の間に櫓床（ロザン・二壮）と
いう材を挟んで二段階で曲げている。櫓葉と櫓床間は 5度程度屈曲している。実測図では藤蔓に





20 mmの入子孔で前後に 4 mmほどの膨らみのある40 mm×30 mm角の豆入子（写真 2-94）を埋
めてある。早緒を引っ掛ける柄の代わりに腕の頭近くを抉って（写真 2-95）対応している。




















2,760 mm、手把（シュウプ・櫓腕）長 1,418 mm、重長 565 mm、最大幅 230 mm、重量 7,200 gとい
う規模である。羽と腕の間に櫓床（ロザン・二壮）という材を挟んで二段階で曲げている。羽と二








　これらは 4 m未満であるが、写真 2-105のようなモルタル船用に使用される大形櫓もあり、藤

















































　実測図 109・写真 2-118・2-119は 2015年 2月 9日にうるま市の越来造船で実測したサバニ用の
「ウェーク」と呼ばれるパドルである。全長 1,502 mm、うち、702 mmが羽で、腕の方が長い。羽
最大幅 81 mm、柄幅は 32 mmで撞木はない。重量は 790 gと軽いが、アピトン材。軽いのは羽先
ばかりでなく羽全体がかなり擦り減っているためである。
　実測図 110・写真 2-120・2-121は 2000年 5月に糸満市西崎の糸満小型船舶造船所で製作しても
らったサバニ用の「ウェーク」と呼ばれるパドルである。全長 1,387 mm、うち、615 mmが羽




　実測図 111・写真 2-122・2-123は 2015年 2月 9日にうるま市立海の文化資料館で実測した大櫂







　実測図 112・写真 2-124及び 2-125は 2015年 2月 8日にわんさか大浦パークで実測した舵取
オールの一種と思われる櫂あるいは楫である。全長 3,972 mm、先端 575 mmほどがボルト 2本と






船一番（座位後向漕ぎオール）である。全長 2,440 mm、羽最大幅 127 mm、柄幅は 57 mm、526 mm
の撞木が付く。実測図で示すとおり羽先から 1,730 mm・撞木から 71 mmの位置の径は 39～
47 mmと最大 18 mmも消耗している。
　実測図 22は赤穂市坂越の船渡御に使用される「漕船」と呼ぶ櫂伝馬の主梶（立位前向漕ぎオー
ル）である。全長 3,903 mm、羽最大幅 136 mm、柄幅は 72 mm、704 mmの撞木が付く。舵として
の役割しかないので柄にへこみはない。写真 2-129は主梶の使用写真である。
　実測図 23は赤穂市坂越の船渡御に使用される二枚水押船の祭礼船、神輿船のさし櫂は羽長
3,292 mm、羽最大幅 100 mm、羽最大厚 44 mm、柄長 1,542 mmで全長は 4,834 mmあり、柄には














輿渡御の絵では表片側 9本、艫片側 4本、計 26本の棹で推進している。これらはさし櫂と考えら
れる。『同』巻四の、「琉球人難波津着岸」に描かれる川御座には表片側 4本、艫片側 4本、計 16










　実測図 24は赤穂市坂越、船渡御の頭人船の艫櫓「宮（三）」で平面長 5,557 mm、うち、櫓羽
3,973 mm、櫓腕 1,862 mmで重ねは 278 mmある。櫓杭を受ける蒲鉾形入子の櫓杭穴の位置は腕尻





する比の平均値は、平腕櫓の 14.5％に対し、関東櫓 8.6％、曲首櫓 7.5％、羽子板櫓 6.6％、長腕櫓
5.5％で、平腕櫓の幅広は一目瞭然である。腕厚の腕幅に対する比の平均値は、平腕櫓の 19.4％に






櫓では、275 mmもある。香川県の鯛縛網船の櫓には 360 mmという事例もある。
　実測図 25は、千葉県館山市で使用されたもので平面長 4,935 mm、うち、櫓羽 3,700 mm、櫓腕






















　実測図 26の長腕櫓は美保関町片江収集の櫓である。全長 4,643 mm、うち羽長 3,009 mmで、重
長は 364 mm、最大幅 110 mmという規模である。重ねで屈曲し、綿ロープで 2カ所緊縛してある







全長 4,563 mm（腕の角度があるので寸法の合計－重ねより短くなる）、重量 12,500 g。素材は瀬戸内の
平腕櫓同様、羽は日向・薩摩産のイチイガシ（石櫧）、腕は地元産のシイ（椎・コジイであろう）を
使う。ソリコ船は中海で漁業に用いられてきた複材刳船で、全長が 20尺（19尺と前後）あり、ソ
リコ船用櫓は、一般的に櫓羽の長さが 9尺 5寸、幅が 4寸 3分、厚さが 1寸 5分～ 8分、腕の長さ























た可能性は高い」とする。重長は全長の 8.7％あり、「織野 2002」に見られる関東櫓の 5.2％、長腕
を含めた全瀬戸内櫓の平均値 5.3％と比較して長い。
７）短腕の琵琶湖櫓
　実測図 28は全長 4,382 mm、うち羽長 3,584 mmで、重長は 338 mm、最大幅 113 mm、腕幅
84 mmという規模である。腕長 1,149（平面長 1,140）mmは全長の 26％に過ぎない。


























4,958）mm、うち羽長 3,740 mmで、重長は 515 mmと長く、最大幅（腕幅）133 mmという規模で






















































































　実測図 39は 2016年 8月に福建省泉州市惠安縣崇武鎮の亜細油灰店で入手した日本の縫釘にあた
る船釘である。充塡材を売る店に釘も売っている。瀬戸内でマキハダ船が釘も仕入れて売るのと同
様である。長さと重量は 39-1で 143 mm、74 g、39-2で 144 mm、55 g、39-3で 126 mm、34 g、
39-4で 96 mm、17 g、39-5で 87 mm、20 gある。舢板の板厚 30 mmで長さ 80 mmの釘を使い、




ン」と呼ぶ縫釘に当る船釘である。長さと重量は 40-1で 143 mm、38 g、40-2で 144 mm、42 g、
138












190 mm、60 g、40-2で 155 mm、43 g、41-3で 155 mm、34 g、41-4で 122 mm、22 g、41-5で
100 mm、18 gある。舷側板を外側から隔壁・肋材に固定する釘。上回りの材の固定にも使用する
ものである。
　実測図 67-1～25は 2000年 3月に浙江省紹興市城東郷松陵村東匯頭の鍛冶から入手した「ショー













































　写真 3-14は雲南省大理白族自治州洱海金梭島の造船所で使っていた 2人用の錐である。 2本の










長さ 530 mm、重量は 2,050 gである。写真 3-16・3-17でも判るように一方が釘抜になった日本の
箱屋金槌に似た金槌である。実測図 36・写真 3-18上は福建省福州市連江縣福青沃造船所で使用し



























198 mm、うち穂長 118 mmで、重量は 180 gある。いずれも鑿のような柄で冠が入る。
５）手鋸による摺合せの存在を示す文献

















　手鋸（スーケー）の全体形はWorcester “The Junks and Sampans of the Yangtze” の ʻRatʼs Tail Sawʼ
（手鋸）の図に似ており、日本の輓廻鋸に似る細みの鋸身に特徴がある。
　実測図 65の手鋸は傅成功氏旧蔵、筆者蔵のもので歯道は 407 mmで歯数は 52枚（前歯を含む有
効歯数）、先で 1寸幅に 5枚、 1枚が 6 mm、元で 4枚、 1枚が 8 mmで、重量は 273 gである。柄
形や金具止めが法隆寺献納宝物鋸に似る伝統的意匠である。アサリ（歯振）は右・中・左というよ
うに中 1枚には付けずに置いて左右に振り分けている。
　実測図 66の手鋸は傅志生氏旧蔵、松井哲洋氏蔵のもので歯道は 366 mmで歯数は 52枚（前歯を































　写真 3-33は油灰を機械打ちしているところである。油灰は 1度詰めると 4年は持つという。















　実測図 43・写真 3-38上から 2番目も福建省福州市連江縣福青沃造船所で使用していた「灰凿」
（フイツォ・灰鑿）で、長さ 300 mm、重量は 200 gである。これは形状から、当初からの灰鑿であ
る。写真 3-39は造船所で写真 3-40上の灰鑿を使用の様子を再現しているところである。「袋柄」
である。
　実測図 44・写真 3-38上から 3番目も福建省福州市連江縣福青沃造船所で使用していた「灰凿」
























168 mm、うち穂長は 100 mm、重量は 100 gである。実測図 60は長さ 164 mm、重量は 140 gであ
る。柄は欠損する。とくに 59などは袋柄であることを除けば、日本の鑿打そっくりの形状である。
　実測図 61は浙江省紹興市柯橋鎮余渚村の船工匠、辺張虎氏が使用していた長鑿（チャンズー）で













工具で、長さ 362 mm、重量は 350 gである。鉄製で前後が篦状になっており、詳細な聞き取りは
していないが、45同様、油灰を塗る道具であろう。
　実測図 47・写真 3-41下は福建省福州市連江縣福青沃造船所で使用していた「ディンナ」（漢字不
明）と呼ぶ竹製の篦で、長さ 364 mm、重量は 40 gである。油灰を塗る道具で、材は毛竹（孟宗
竹）。実測図 48・写真 3-41上も同造船所で使用していた「ハディンナ」（漢字不明）と呼ぶ竹製の
篦で、長さ 263 mm、重量は 40 gである。油灰を塗り表面を平らに整える道具で、材は毛竹（孟宗
竹）である。
　実測図 62は浙江省紹興市城東郷松陵村で使用していた油灰刀である。長さ 218 mm、厚さ






































































デー）で鉋台は 1980年代に自作したものである。台長 261 mm、台幅 66 mm、台高 34 mm、把手




したものである。台長 242 mm、台幅 64 mm、台高 34 mm、把手幅 268 mm、590 g。鉋台は聞き
取りでは黄賭木である。
　実測図 122・写真 4-20は福建省泉州市惠安縣張国輝古船模制作室の張国輝氏蔵の把手付「推刀」
（トイデー）で鉋台は自作したもので、模型用に使用している。台長 123 mm、台幅 55 mm、台高
25 mm、把手幅 222 mm、重量 360 g。
　実測図 123・写真 4-21は福建省福州市連江縣福青沃造船所の把手付「刨刀」（トゥイロ・長台鉋）
で 1980年代に自作したものである。鉋台は聞き取りでは黄賭木である。実測図 124・写真 4-22は
把手付「刨刀」（トゥイロ・小鉋）で 1978年頃に自作したものである。刃は鉄、鋼、鉋台は黄賭木




長 178 mm、台幅 35 mm、台高 32 mm、重量 250 g。模型用に使用している。
　実測図 127・写真 4-27は福建省福州市連江縣福青沃造船所の無把手「推刀」（ドントゥイロ・溝
鉋）で刃は鉄、鋼。鉋台は黄賭木で 1978年頃に自作したものである。鉋台は長さ 570 mm、幅





357 mm、刃幅 38 mm、重量 750 g。実測図 129・写真 2番目は長さ 357 mm、刃幅 24 mm、重量
450 g。実測図 130・写真 3番目は長さ 294 mm、刃幅 15 mm、重量 250 g。実測図 131・写真 4番
目は長さ 365 mm、刃幅 15 mm、重量 400 g。実測図 132・写真 5番目は長さ 264 mm、刃幅
17 mm、重量 300 g。実測図 133・写真下端の「圓凿」（ワンサ・円鑿・内丸鑿）は長さ 348 mm、刃
幅 30 mm、重量 250 g。
３）斧類
　実測図 134・写真 4-30は福建省泉州市惠安縣張国輝古船模制作室の「斧」（ボ・斧）である。縦
斧。全長 834 mm、刃長 155 mm、刃幅 81 mm、刃厚 42 mm、重量 2,530 g。刃は鋼製、柄は黄賭
木製。粗削り用具。刃は薄い。写真 4-31を見ると分厚い断面形状が判る。別に新品の刃「斧頭
（头）」（ボータオ・斧）を測ると 1,750 gあった。1976年頃は地元に鍛冶が 10軒ほどあり、 5元く
らいしたという。
　実測図 135・写真 4-32は福建省泉州市惠安縣張国輝古船模制作室の「鋤斧」（ゴボ・釿）であ






























る。長さ 213 mm、幅 65 mm、重量 500 g。泉州市の事例と似るが池を大きくし車の部分とやや分
離した意匠である。「墨斗筆」（墨斗笔・墨芯）2本を逆方向に束ねているのも同様（実測図 140・写










　実測図 142・写真 4-51は福建省福州市連江縣福青沃造船所の「三角尺」である。長さ 670 mm、

































呼ぶ砥石である。長さ 312 mm、幅 105 mm、高さ 93 mm、重量 750 gの杉木（広葉杉か）製の枠付














なるが、前掲中国の事例とほぼ同様な形状である。本体 715 mm（錐先長 159 mm、柄長 556 mm）、




る。実測図 147・写真 5-2上は長さ 780 mm、うち刃長 390 mm、歯道長 33.3 mm、重量は 130 gで
ある。歯数 80枚で、元は一寸に 8枚、先は一寸に 6枚ある。刃に「中屋兵三郎」という銘があ
る。「中屋」は鋸鍛冶が名乗る屋号に多く、房州や江戸、大坂、会津と、全国的に分布している。
実測図 148・写真 5-2中は長さ 739 mm、うち刃長 380 mm、歯道長 34.4 mm、重量は 130 gであ
る。歯数 78枚で、元は一寸に 8枚、先は一寸に 7枚ある。刃に「登録商標宮脇平」という銘があ




　越来造船で使用していた釘差鑿である。実測図 150は、穂長 209 mm、鐔長 21 mm、柄長























































は 1994年に慶尚南道機張邑の港で撮影した「ウェソン」（和船）である。写真 5-12は 2014年に同
じ機張邑の港にあった「モクソン」（木船）である。この間、20年が経過していて「ウェソン」と
いう呼称を知る話者には出会えず、「和船」は文字通り日本の船という意味でしか通じなくなり、
この船は「モクソン」と呼んでいた。写真 5-13は同船のチリ艫である。写真 5-14は 2014年に撮
影した「テンマ」である。同港では伝馬呼称は通じていた。
　写真 5-15は済州島南済州郡東日里にある南済州造船所の高正食（コージョンシク）製作板図（長さ











































































































































対（写真 6-4）のうちの 1点である。前掲松井氏が現地で寄贈を受けたもので、筆者は 2017年 8月
4日に実測した。全長 3,335 mm、腕はシラカシ材で長さ 1,325 mm、羽はアテ材で長さ 2,316 mm、
重長 306 mm、重量 4,400 gである。実測は 1本のみ行い、もう 1本は計測のみとした。全長




　実測図 114・写真 6-5・6-6はヴェネツィアのゴンドラの remo（オール・長櫂）である。艫 1人



















































































図 2　推進具 2／実測図 10～16
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図 4　推進具 4／実測図 21～26
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図 5　推進具 5／実測図 27～32
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東アジアの木造船推進具と接合用具
図 6　工具 1／実測図 33～48
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大西秀之　2014  「植民地支配が迫った技術選択」『国際常民文化研究叢書 5―環太平洋海域における伝統的造船技
術の比較研究―』神奈川大学　国際常民文化研究機構
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